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皆さま、こんにちは。2023 年度も年度末を迎え、桜咲く季節となりましたが、如何お過ご

しでしょうか？ 

国内では、新型コロナウイルス感染症の位置付けが 2023年 5月 8日をもって 2類から 5類

へと変更され 10ヶ月が経過しました。その後も職場のスタッフや家族、入院の患者さんにおい

ても散発的に発症が見られています。一方、今年に入り「はしか」の感染が報告されるように

なり、気を抜かず感染症への対策を行っていかなければいけないと気を引き締めています。 

さて、去る 3月 8～9日、当法人では「回復期リハビリテーション病棟協会第 43回研究大会

in熊本」を開催しました。全国からの来場者 2473名と多くの皆さまにご参加頂き、盛会のう

ちに無事に開催を終えることができました。本地域リハビリテーション広域支援センター

NEWS をお読みいただいている皆さまの中には、ご参加頂いた方もいらっしゃるのではないか

と思います。改めましてお礼申し上げます。 

地域リハビリテーション広域支援センターは、3 年毎に熊本県の指定を受け、運営を行って

います。2024 年 3 月末をもちまして今期の指定期間が終了いたします。次期の指定申請を行

い、2024年 3月 4日に開催されました令和 5年度熊本県地域リハビリテーション推進会議で

協議の結果、指定が決定しました。引き続き、リハビリテーションの観点で地域の皆さまの支

援に取り組んで参りますので、ご協力とご指導ご鞭撻くださいますようお願いいたします。 

 

          2024年 3月 25日 

          地域リハビリテーション広域支援センター熊本機能病院 

                         センター長 渡邊 進 
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 熊本市北区管内の地域密着リハセンター７施設様に活動の様子をうかがっておりますこのシリーズ、

第５回は地域密着リハビリテーションセンター なかがわ整形の田崎様、三瀬様に御寄稿を頂きました。 

 

地域密着リハビリテーションセンター なかがわ整形 
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当センターでは、今年度、「今、知っておきたい心臓リハビリテーションの知識」と題した研修会を 

2回に渡り行いました。第 1回は 2023年 9月に医師と理学療法士が、第 2回は同年 11月に

看護師、薬剤師、健康運動指導士が講演をいたしました。今回は第 2回の講演内容のポイントを 

ご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

熊本地域リハビリテーション広域支援センター 熊本機能病院 

2023年度 第２回研修会 看護師より 

 

地域活動(ふれあいの集い かたんなっせ体操)再開しました！ 

ささえりあ清水・高平 中島沙弥さんからのご報告 
 

 
講義① 

 

外来心臓リハビリテーションの生活支援について、目標をたてるところから実践まで、順に以下の

ようなお話をさせていただきました。 ポイントは「自分で決めた目標と計画は心に響く」です。 

 

① 目標を立てるのは本人さん、医療者は本人さんから目標を引き出し、具体化させましょう。 

② 目標に対する知識や技術の指導は具体的に。例えば、減塩が目標ならば食品中の塩分量表や

減塩食品サンプルをお見せして、本人さんが分かりやすいようにしましょう。 

③ 計画を立てるのも本人さん、医療者は正したい反射を封印し待ちます。最後に本人さんができ

る事を明確にしましょう。 

④ 実践では記録をしましょう。記録する事で自分の体に興味を持つようになります。 

 

  
 

 



5 

 

熊本地域リハビリテーション広域支援センターNEWS - 第 3９号 - 

 

 

 

熊本地域リハビリテーション広域支援センター 熊本機能病院 

2023年度 第２回研修会 薬剤師より 

 

地域活動(ふれあいの集い かたんなっせ体操)再開しました！ 

ささえりあ清水・高平 中島沙弥さんからのご報告 
 

 

 
 

心不全に対する治療薬は、心臓を守る効果を期待しているため目に見える効果は

あまりなく、患者さんにとって実感しづらい治療となります。 しっかりと毎日継続服

用することで予後の改善が期待できます。 

薬を服用する目的を情報共有し服用中断のないよう、多職種で協力して患者さん

をサポートすることが重要です。 

 

 
 

 

 

 

 

講義② 

熊本機能病院 薬剤部 浦部理恵 
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編集後記 

なかがわ整形様には、お忙しい中、密着リハの活動報告をいただき感謝申し上げます。 

当センターでは、本年度、心臓リハビリテーションをテーマに研修会を開催いたしました。今回ご

報告しました第 2回研修会には 23施設 41名の方にご参加いただいております。アンケートでは「説

明の仕方や介入方法についてなど具体的でわかりやすかった」などのお声をいただき嬉しく思ってお

ります。 

桜の花も咲き始め、新年度をむかえます。新年度も皆様のお役にたてるよう努めてまいりますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

熊本機能病院 言語聴覚士 井上理恵子 

熊本地域リハビリテーション広域支援センター 熊本機能病院 

2023年度 第２回研修会 健康運動指導士より 

 

 

 
 

地域に住んでいる心疾患患者さんの身体活動量を無理なく増やし、
人と繋がりながら幸福感を高めることは、心臓や血管を守り、心臓病
の再発予防や心不全の再入院防止になる可能性が考えられます。

熊本健康・体力づくりセンター 山下亮
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